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図4に強磁性化合物 cos2の S2p-ⅩAS(b)とその MCD
(C)を Ⅹ 線逆光電子分光 (Ⅹ-BIS)スペクトル(a)とともに
示す.20)Ⅹ一BISは,フェルミエネルギーより上の非占有電子
状態の状態密度を反映する.図の(a),(b)の類似性より,2p-





に,ⅩAS強度は B が A の 3倍程度であるのに,MCD は








Lal_xSrxMnO,の 0 ls-XASで MCD が観測されている.21)





MCD は ls-ⅩASの低エネルギー領域で最も顕著である.この領域は 0ls軌道から, 02p軌道
の中でも Mnの eg 軌道の majorityspinと混成している状態-の励起に相当すると考えられてお
り,MCD の符号から 0 の 2p軌道には Mnのスピンと同じ向きの軌道角運動量が誘起されてい
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図11.2重横形2層膜 co/NiにおけるNi3dス
ピン磁気モーメントの分布
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されているのは,スピンモーメントの光の入射方向(図の下から上の向きで試料表面から300の角
皮)の成分である.Niが面内方向に磁化する場合,磁化容易方向は【1101方向と等価な4方向が考えら
れる.従って,上部の4段階のコントラストは図に示す4方向の面内磁化に相当する.一方下部の2
段階のコントラストは面直磁化で試料面に対して手前向きか奥向きかの2方向に相当する.以上よ
り,この膜厚領域で元来面直磁化するNi層がCo層を上から蒸着することで面内磁化に転移し,磁
化容易方向転移はNiとCo両方の膜厚に依存することが分る.
次に,Niの軌道モーメントpL(磁気モーメントに対する電子の軌道角運動量の寄与)の分布を見積
もった.psの大きさは磁化容易方向転移を境にほとんど変化せず0.65pBなのに対し,pLは面内磁化
相で0.05pB,垂直磁化相で0.08pBと優位な変化を示していた.
ここで見られた磁化容易方向転移の起源は Co,Ni膜の磁気異方性エネルギーの競合と考えるこ
とができる.異方性エネルギーはスピン軌道相互作用によっているので,これはApLに比例すると
考えられる.上記のル Psの値を用いるとNi-原子当りの異方性エネルギーは5090岬Vと見積も
られた.
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